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ある雌の AC 系統と雄の AA 系統）と暗タイプの系統
（宮城県塩竈市浦戸野々島で採集された個体の子



















統（LL3 と LL7）と暗タイプの 2 系統（DD9 と DD11）



























   
面上の表示倍率が通常（25%）のとき（×1 定規法）
とともに、2 倍に拡大して 50%にしたとき（×2 定規
法）の結果も取得した。 
 








3.3 ImageJ で円を描く方法（正円法） 
ImageJ でフェレ径が計測できるように、事前に













3.4 ImageJ で自動計測する方法（理論法） 
[Image] - [Adjust] - [Threshold...]により、黒丸部


























    図２ 各計測方法により求めた直径 
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付 け た ビ デ オ カ メ ラ （ HDR-CX550V ま た は
HDR-XR520V, Sony）で撮影し、卵の透過光像（図４）
を得た。また、ミクロメーターも同倍率で撮影してお










統 6 個体から得られた 300 個の卵（1 個体あたり 50
個の卵を無作為に選択）の卵径を計測した。その際、
卵 の 輪 郭 が 見 え に く い 場 合 に は 、  [Image] - 
[Adjust] - [Brightness/Contrast...]によりコントラストを






標準偏差は、明タイプの AC 系統が 88.3 ± 3.1 µm、
LL3 系統が 91.7 ± 3.9 µm、LL7 系統が 88.1 ± 3.8 
µm、暗タイプの NON5 系統が 82.5 ± 3.3 µm、DD9
系統が 81.7 ± 1.9 µm、DD11 系統が 81.3 ± 3.7 µm
となり、いずれの明タイプと暗タイプ間においても有
意な差（P < 0.001, Student's t test）が認められた。 
 
 









































DD 9 （ 暗タイプ）
DD 1 1 （ 暗タイプ）
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